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中 央
公会堂

会 場 大阪市中央公会堂 大会議室（地下一階）

■〒530-0005 大阪市北区中之島1丁目1番27号

■TEL 06(6208)2002・9159 FAX 06(6208)2003

■地下鉄御堂筋線「淀屋橋」駅下車１番出口から徒歩約５分

■京阪電鉄「淀屋橋」駅下車徒歩約５分

とき 平成18年4月11日(火）

日 程 ９：４５ ～ 受 付

１０：３０ ～ １１：３０ 総 会

１１：３０ ～ １２：３０ 昼 食

※会員の方には別紙にてご案内申し上げます。

大阪府重症心身障害児・者を支える会

総 会

総会・昼食後、中央公会堂に於いて映画「父と暮せば」

を鑑賞したいと思います。

※大阪パイロットクラブ様のご厚意によりご招待をいた

だきました。

（映画については、本紙２ページにて掲載しています
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平成17年度 第５回近畿ブロック役員会（2月3・4日） 報告

近畿７府県から参加した役員で「四天王寺さんめい苑」（重症心身障害者の地域生活支
援の場）を見学した後、長居障害者スポーツセンターにおいて役員会を開き、翌日は「大

阪府立金剛コロニー・すぎのき寮」（改築し、平成１９年４月、施設種別を重症心身児施
設に変更予定）を見学しました。

役員会において配布された以下の資料については「支える会」事務局までお問い合わせ
下さい。

１、 障害者自立支援法に関する資料

２、 成年後見制度に係る資料
３、 障害者認定及び診療報酬改定の動向（末光委員からの報告）

４、 障害者自立支援法施行について（岡田委員からの報告）

その他、平成１８年度 全国重症心身障害児（者）を守る会 活動計画・収支予算、

第４３回全国大会（沖縄・宜野湾市）の議事内容についてもお問い合わせください。

愛する者たちを一瞬の閃光に奪われ、生
き残った娘。その恋のときめきからこの世に舞
い戻ったおとったん。
これはひたむきな魂の再生の物語です。

監督： 黒木和雄

主演： 宮沢りえ

原田芳雄

浅野忠信

日本映画界の巨匠 黒木和雄 戦争レクレイム三部作完結。

人間の尊厳を市井の名もなき父娘に対して、現代日本の代表的作家・井上ひさしが描く傑

作戯曲「父と暮せば」（第二回読売演劇大賞「優秀作品賞」受賞）の映画化である。広島

の原爆投下から３年、生き残った後ろめたさから幸せになることを拒否し、苦悩の日々を

送る主人公・三津江。突如幽霊となって現れた父・竹造に励まされ、悲しみを乗り越え、

未来に目を向けるまでの４日間の物語。娘・三津江役には、「たそがれ清兵衛」で数々の

映画賞を受賞した宮沢りえ。父・竹造役には「美しい夏キリシマ」・「ニワトリはハダシ

だ」等の作品に出演する原田芳雄。三津江の恋の相手、木下正役に「座頭市」への出演で

独特の演技を見せる浅野忠信。数々の秀作を生み、そして「ＴＯＭＯＲＲＯＷ／明日」

「美しい夏キリシマ」で“庶民の日常と戦争”を痛切に語ってきた黒木和雄監督が、″今

″この時代に戦争レクレイム三部作の完結編にヒロシマを選んだ。しかし、原爆のヒロシ

マの悲劇を描きながらもあたたかい笑いがあり、広島弁の父娘の会話には心が和む。「最

悪の状況下でも、人間は常に未来を見ている」、原作者・井上ひさしの思いが描かれた感

動の映画となった。

映画鑑賞

会場：中央公会堂 大ホール

時間：２時開場／２時３０分上映

主催：大阪パイロットクラブ

申込：映画鑑賞の申込みは「支える会」事務

局宛に郵送又はＦＡＸにてお願いし

ます。（先着１００名）
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平成１７年度近畿ブロック研修会が、去る１月２１日（土）、滋賀県大津市の「コラボしが２１」に
於いて『重症児（者）の療育と制度改革』をテーマに開催されました。
近畿ブロック長・品川清美氏より「障害者自立支援法が４月１日より施行されることになり、かって

なかったような大きな制度改革が行われようとしている。本日の研修会では、当事者である最も弱い立
場の重症児（者）について、しっかり情報を掴み、人任せというようなことでは済まない現実であるこ

とを認識していただきたい」との趣旨の開会挨拶に続き、本部副会長・田中一光氏からは、法人である
「守る会」と、各支部組織の集合体であり運動を進めていく任意団体としての「守る会」とを整理した

経緯を説明され「これからは、入所施設を中心とした運動だけではなく、在宅の会員を増やしていかな
ければならない」とのお話がありました。

しかし、障害者自立支援法では、医療ケアを必要とする人が、地域で安心して生活できるためのサー
ビスはありません。医療を必要とする人は、医療と介護を提供する「療養介護」事業（医療機関への入

院）を選択するようになると説明をされています。果たして選択出来るだけの受け皿が有るのか？とい
うことも問題です。
地域で暮らすことを選ぶ人たちが圧倒的に多い大阪では、生きていくために沢山のサービスを受けね

ばならない重症児者にとって、それが益であるから代価を払うという制度には納得しかねる方々が多い
のは当然です。

「守る会」として在宅の施策への取り組みがどのようなものであったのか？これからどの様な対策を
考えるのか？明確に示されないままでは、在宅の方々は地域で頑張って運動してきただけに、説得力に

欠けるのは否めません。今回の制度改革に対する要望を見るに「在宅会員を増やす」という目標は厳し
いものがあります。

「成年後見制度と障害者自立支援法」（講師 滋賀県社会福祉士会理事 石川 肇氏）の講演では、
『契約』によって成立する利用制度で、成年後見人の必要性をお話しされました。

介護や医療を含め、生活全般にわたり親や家族に負担を委ねてきた現実の中で、親など第三者による
契約が事実上容認されてはいるが、原則は出来ないということです。

後見人には、民法の扶養義務の是非も含め、親や親族が選任されているケースが多いのは、費用のこ
とや身上看護についての細かい配慮を考えると自然かもしれませんが、いつまでも親の負担を当然のこ

とと考えてきた行政が、「障害者自立支援法」で『障害のある人々の自立を支えます』と唱えているの
です。この際、親は子を愛しいと思う気持ちだけではなく、障害者である当事者の意思をしっかり反映

できる手立てを考えておく必要があるのかもしれません。
引き続き「重度重複障害者の合併症について」（講師 第２びわこ学園 副園長 小川勝彦氏）の講

演にうつり、一般的な理解として「重症心身障害児・者の医学的な特徴について」から始まって、「主

な合併症６項目について」スライドで詳しく説明して下さいました。
ａ．摂食と嚥下障害（嚥下障害を疑うとき・摂食障害のメカニズム・摂食機能障害への対応

方法・経口摂取か経管栄養か・誤嚥性肺炎等）
ｂ．呼吸障害の進行（重度脳性麻痺の呼吸障害の諸要因・呼吸障害の原因と対応）

ｃ．胃食道逆流症（GERD）の出現と悪化（諸症状・発生に関わる諸因子・対策・手術の
効果と問題点等）

ｄ．イレウス（腸閉塞）
ｅ．運動機能の低下、骨折・脱臼と変形・拘縮・二次障害の進行

ｆ．その他の合併症

苦痛や感情等を伝えることが難しい人たちの本当の意味の安らぎを理解することは、周りで関わる者

の当然の責務であると再確認した一日でした。

今回の研修会を担当して下さった滋賀県支部の会員の皆様、有難うございました。

近畿ブロック研修会（於：滋賀県） 報告

―７―

「医療的ケア」の実際と教育的意味、
医療と専門職種、福祉との連携まで

あゆみといま、そして未来へ

大阪養護教育と医療研究会 ●編著

障害の重い子どもへの「医療的ケア」

教育・医療・福祉の複合的連携を提起 定価 ２，３１０円（本体２，２００円）

書籍の紹介
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「支える会」事務局

〒５４５－００２１
大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階
大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５
ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６
＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメールや

掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へリンクあり！

新年度を迎えるにあたり会費納入の時期がまいりま

したので宜しくお願いします

既に納入がお済みの方にはあしからずお許しを賜り

ますようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞ ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵 便 振 替＞ ００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

強度行動障害問題を考える研修会

日 時： 平成１８年５月２０日(土) 10:15～ 受 付

11:00～12:30 講 演 12:30～13:30 昼休み

13:30～16:00 講演及び質疑応答

場 所： クレオ大阪南（ホール）

主 催： 大阪府重症心身障害児・者を支える会

費 用： ２，０００円（会員（正会員）の方は１,０００円：事前申込のみ）

「行動障害の予防」
ー自閉症への早期対応・療育と医療の連携ー

中島 洋子氏（旭川荘療育センター・児童院、児童精神科医）

会費納入

のお願い

※詳細は別紙をご覧下さい。


